


解
説
l
l

「
機
械
じ
か
け
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
未
完
成
の
戯
曲
」

(
η
)
の
公
開
以
来
、
端
正
な
映
像
美
と
演
劇
的
な
ド
ラ
マ
構
成
に
定
評
の
あ
る
ニ
キ

l
タ
・
ミ
ハ

ル
コ
フ
監
督
の
最
新
作
。
物
語
は
離
婚
後

9
年
自
の
あ
る
夜
、
中
年
の
男
が
別
れ
た
女
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
二
人
の
過
去
、
現
在
、

そ
し
て
未
来
、
息
子
の
こ
と
、
再
婚
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
室
内
に
お
け
る
こ
人
の
男
女
だ
け
に
よ
っ
て
、
愛
と
憎
し
み
の
葛
藤
が
ゆ
る
や
か
に
ま
た
激
し
く
劇
的

に
展
開
さ
れ
る
す
さ
ま
じ
い
一
夜
。
徹
密
に
計
算
さ
れ
演
出
さ
れ
た
光
と
音
の
み
ご
と
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
こ
の
人
間
観
察
に
徹
し
た
ド
ラ
マ
の
奥
行
き
を

深
め
て
い
る
。
「
ヴ
ァ

l
リ
ヤ
」
と
は
、
女
の
現
在
の
恋
人
の
名
前
で
あ
る
。
撮
影
の
。
ハ

l
ヴ
ェ
ル
・
レ

l

ベ
シ
ェ
フ
、
音
楽
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ア
ル
テ
ミ
エ
フ
、

美
術
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
ダ
バ
シ
ャ
ン
ら
は
、
ミ
ハ
ル
コ
フ
作
品
の
常
連
ス
タ
ッ
フ
で
、
ソ
連
映
画
の
新
し
い
魅
力
を
創
造
す
る
若
い
世
代
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
o
ミ
ハ
イ
ル
・
ウ
リ
ヤ
l
ノ
フ
は
、
舞
台
、
映
画
、
副
司
明
本
で
は
「
カ
ラ
マ

l
ゾ
フ
の
兄
弟
」
「
帰
郷
」
な
ど
で
知
ら
れ

て
い
る
。
イ
リ

l
ナ
・
ク
。
フ
チ
ェ
ン
コ
は
、
「
貴
族
の
巣
」
の
「
司
ソ

l

ニ
マ
役
で
、
み
ず
み
ず
し
い
情
感
あ
ふ
れ
る
演
技
を
見

せ
た
。
監
督
の
ニ
キ

l
タ
・
ミ
ハ
ル
コ
フ
は
、
今
や
ソ
連
映
寸

J
d

な
映
像
美
が
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

1
9
4
5

年
生
ま
れ
。
兄
は
「
貴
族
の
巣
」
「
ワ

l

ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
の
〈
、
曽
祖
父
の
代
か
ら
芸
術
=
家
で
あ
っ
た
。
監
督
デ
ビ
ュ
ー

作
は
「
光
と
影
の
バ
ラ
ー
ド
」
(
刊
)
。
以
後
「
愛
の
奴
隷
」
(
苅
)
モ
フ
の
生
涯
よ
り
」
(
乃
)
「
紳
」
(
位
)
な
ど
を
発
表
。
ま
た
俳
優

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
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司、は

'83年モスクワ映画祭の

ベスト作品である。

「ヴァーリマ.ノ」

ノ、

ノレ

チェーホフとゴーリキーの

伝統をみごとに受けついだ

心理映画の傑作だ。

コ

フ

一一アメリカ、ヴアラエティグ誌

〔スタッフ〕

監督=ニキータ・ミハルコフ

脚本=ニキータ・ミハルコフ

ソフィヤ・プロコフィエワ

ラミス・フアタリエフ

(ソフィ-t-プロコフィエワの

戯曲「目撃者なしの対話」の

モチーフより)

撮影=パーウ、エル・レーベシェフ

美術=アレクサンドル・アダパシャン

イーゴリ・マカーロフ

アレクサンドル・サムレキン

音楽二エドゥアルド・アルテミエフ

〔キャスト〕

彼女=イリーナ・クプチェンコ

彼(彼女の前夫)=ミハイル・ウリャーノフ

ソビエト・モスフィルム 1983年製作

カラー・スタンダード 1 時間35分

提供=ソ連映画輸出入公団

国際シネマ・ライブラリー

a~

珂又

明一言でいえば

女性への謝罪の映画だ"

ニキータ・ミハルコフ

_a=t...

'日 S

{乍

私はこのドラマを舞台と映画と両方でやりたかっ

た。舞台では映画的に、映画では演劇的に、と考

えていた。「演劇的に」といったけれども、自然抜

きで、人間だけを観察したかったのである。私は

外部の状況が一度も出てこなくても、その登場人

物がどんな人聞かわかるような映画が作れると信

じている。この映画は、一言でいうと女性への謝

罪の映画である。男性はいかに自分の活動が大切

であるか証明しようとしても、生命を生む女性に

はかなわない。女性の方が人生にたいする責任感

が大きい。この映画で、女性の恋人ヴアーリヤは

画面に出さなかった。ヴアーリヤは彼女にとって、

公正さの象徴のようなものであったからだ。


